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評価項目 評価結果 及び 対策 改善結果（進捗状況） 

Ⅰ、環境・体制整備 

 

長期休みの活動場所の確保については、児童

の学年も上がり、それぞれの成長や学年等に

即した環境への配慮を行う必要がある。職員

配置については、十分な配置を確保している

が、利用している児童の特性に合わせた適切

な対応については課題が残る。また、今後も

活動内容に応じた環境の調整を継続して行

っていく。 

児童が安心・安全に活動できる

よう場所の確保に努めると共

に、長期休みは、園庭遊びや近

隣の体育館・公園等への外出な

ど、児童の活動状況に応じた環

境確保に努める。 

職員配置については、活動の内

容や状況に合わせながら配慮を

行う。 

Ⅱ、業務改善 

 

職員の資質向上に努め、各種勉強会への参

加、それぞれの専門性からの意見が出やすい

ように会議の充実を図った。またクラス内で

の話し合いについては、朝の申送り内での情

報共有の時間を確保し、活動による効果や子

どもたちの表れについて共有すると共に意

見交換など行い改善を図った。 

職員全員が参加できる勉強会の

開催を行い、児童への支援につ

いて、共通認識を持って業務が

行えるようにスキルを高めた。

引き続き、自己研鑽や職員同士

が学び合う機会を設定してい

く。 

Ⅲ、適切な支援の提供 

 

それぞれの職員の様々な視点で児童の表れ

を確認・共有することで、グループ内でのカ

ンファレンスに繋げ、児童や保護者様のニー

ズを計画に反映できるようにしている。日頃

から職員間で意見交換できる体制を整える

とともに、児童一人ひとりに必要な支援が行

えるよう、活動の振り返りや行動の分析等繰

り返し実施し、より良い支援を試みた。 

職員が共通したアセスメントツ

ールを使用し、児童の表れを分

析する力を高め支援目標の設定

と実践ができるよう努める。今

後は日々の活動の効果について

様々な視点で分析し、広い視野

で多角的に支援が行えるように

する。 

Ⅳ、関係機関や保護者との

連携 

 

 

 

 

 

 

 

学校や医療機関等、ケースに応じてサービス

担当者会議の実施し連携強化を図った。 

併設しているかるみあとの連携により、学校

の様子をはなえみの活動へ繋げることがで

き、支援の幅が広がりや保護者様との関係構

築に繋がっている。 

児童クラブ等のお子様との関りについては、

交流内容や方法等課題として残る。 

 

看護師の配置により医療機関と

の関りも増え、今後はさらに専

門的、個別的な視点を取り入れ

た対応を行っていく。また、保

護者様との連携については、児

童の成長や表われを丁寧にお伝

えしていくと共に関係構築を図

る。 

児童クラブ等の交流について

は、交流の希望を確認し、でき



ることを検討する。 

Ⅴ、保護者への説明責任等 

 

お子様の成長を一緒に共有することを大切

にし、送迎時にはお子様の様子を保護者様に

タイムリーに伝え共有していった。 

課題や心配な点等は保護者様と情報共有し

一緒に考え支援させて頂いた。 

事業所からの情報が適切に届け

られるよう、様々な手段（直接

お会いする・電話やメール・コ

ドモン等）を利用しながら情報

提供させていただく。特に今年

度から取り入れたコドモンの運

用については情報提供の手段と

して活動を検討する。 

Ⅵ、非常時等の対応 防災訓練・避難確保訓練・不審者訓練等、年

間計画に基づき実施した。繰り返し行えてい

るところは反復訓練としては効果があるが、

内容が恒常化している部分もあるため、課題

が残る。また、災害時や感染症に対応した

BCP（事業継続計画）を作成し、訓練を実施

した。策定した計画内容が活用できるか見極

めることについては次年度の継続課題であ

る。 

防災訓練の様子や避難場所・方

法を、保護者様へ具体的にお伝

えし、非常時の対応について安

心して頂けるように工夫する。

また、子どもたちの活動場面ご

と（散歩・園庭遊び送迎等）で

の訓練を行っていくことで安全

の確保に努める。 

 

(まとめ)  

 今年度はコロナが５類に移行したことで、制限してきた活動の再開が進み、少しずつ従来の規制のない

活動ができるようになってきました。マスクを外して元気に友だちの名前を呼び合いながら鬼ごっこをし

たり、楽しみにしていたクッキングの活動が行えたり、いつもの風景が戻りました。また３年ぶりに地域

の方をお呼びした形でのぴゅあセンター祭りも開催し、保護者の皆様に日頃の活動の成果を観ていただく

こともできました。引き続き、子どもたちの発言や行動から思いを汲み取り、様々な体験活動の中で、周

りの人から認められ、自信につながるような関りを大切にしていきます。最後になりましたが、日頃から

の保護者の皆様の温かい見守り、お声掛けがあり、子どもたちと共に活動ができていることに感謝申し上

げるとともに、今後もはなえみ磐田の運営にご理解とご協力の程、よろしくお願い致します。 

 


